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午前１０時００分 開議   

○議長（堀 光雄君） おはようございま

す。 

 出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

───────────────── 

○議長（堀 光雄君） 本日の議事は、お手

元に配付、またはタブレットに配信しており

ます議事日程第３号をもって進めます。 

───────────────── 

  ◎日程第１ 市政に対する一般質問 

○議長（堀 光雄君） 日程第１ 市政に対

する一般質問を行います。 

 舩見昌功議員の登壇を願います。 

 舩見議員。 

○３番（舩見昌功君） おはようございま

す。市民クラブの舩見昌功でございます。 

 はじめに、議長のお許しをいただきまし

て、去る６月４日三沢市長選挙において当選

され、市民の皆様から２期目の市政運営を負

託されました小檜山市長に心からお祝いを申

し上げます。 

 それでは、通告に従いまして、市政に対す

る一般質問をさせていただきます。 

 政治姿勢問題についてお伺いいたします。 

 このたびの市長選挙は、１２年ぶりの無投

票となり、前回、前々回の市長選挙とは打っ

て変わり、活発な政策論争を展開することな

く、小檜山市長の２期目へかける熱い思いや

政策を市民の皆様に明確にお伝えする機会が

ありませんでした。 

 小檜山市長は、２期目への挑戦に向けて、

第２次三沢市総合振興計画の基本理念である

「未来へつなぐ 心安らぐ 国際文化都市」

の実現に向け、政策集「マニフェストネクス

ト２０２７」を掲げ、８項目の柱と２４項目

の目標数値を示しております。 

 現在、当市においては、人口減少や少子高

齢化の進行、航空機騒音、中心商店街の衰退

など、従来から抱えている課題に加え、アフ

ターコロナを見据えた感染症対策や地域経済

や傷ついた暮らしの立て直し、また、新たな

地域課題として顕在化しているデジタル変革

への対応、グリーン社会の実現への対応な

ど、今後、取り組むべき課題が山積しており

ます。この大きな変革のうねりの中で、当市

の進むべき方向が問われており、めまぐるし

く変化する社会情勢に適応し、活力あるま

ち、持続可能なまちを目指すためにも、時期

を逃さず、小檜山市長の的確な政治手腕に大

きな期待が持たれております。 

 小檜山市長は、本定例会の冒頭において、

三沢市の歴史・文化、市民意識、行政組織の

規模、財政力、世の中の流れなど、総合的に

勘案し、できることから確実に市民ニーズに

応え、三沢の特色と強みをさらに磨き上げて

いくと表明されました。 

 このことは、先人の教えや思いを引き継

ぎ、当市の規模をわきまえ、市民の声に寄り

添い、共感を得ながら市政発展のための施策

を着実に実行していくという強い気持ちの表

れであろうと認識をいたしております。 

 そこで、小檜山市長の政治姿勢、市政運営

について５点お伺いいたします。 

 １点目、小檜山市長は２期目の市政運営に

おいて、政策集「マニフェストネクスト２０

２７」について、令和５年３月に策定された

第二次三沢市総合振興計画後期基本計画との

関連を踏まえ、市民の皆様にどのように周知

し、市民の皆様との約束をどのように実行

し、負託にどのように応えていくのか、小檜

山市長のお考え、そして、その意気込みにつ

いてお伺いいたします。 

 ２点目、国では、子供が真ん中の社会を実

現するために、令和５年４月にこども家庭庁

を設置しました。異次元の少子化対策の具体

的な内容として、こども未来戦略方針が閣議

決定されたことを受け、岸田首相は、少子化

傾向を反転できるかどうかのラストチャンス

とのコメントをするなど、子ども・子育てを

応援する態勢づくりの再構築が急務となって

おります。 

 東洋経済都市データパック編集部は、令和
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５年６月に公表した子育てするならどこがい

いという視点で選んだ１２の指標で算出した

子育てしやすい自治体ランキングでは、当市

が、青森県内１位を獲得しており、当市にお

ける子ども・子育て支援が評価されてのこと

と認識しておりますが、子育て支援の充実や

少子化対策が最重要課題であることに変わり

はありません。 

 小檜山市長のマニフェストの１番に掲げる

子育て支援は、最重要政策の一つであり、そ

の支援策の一つとして、当市では、令和３年

３月に「みさわ子どもしあわせ憲章」を制定

し、各種事業を実施しております。 

 そこで、本年４月に設置されたこども家庭

庁などの動向を踏まえ、「みさわ子どもしあ

わせ憲章」の主旨を具体化するための事業を

積極的に実施するため、どのように子ども・

子育て支援に取り組んでいくのか、現状と今

後の方針、計画についてお伺いいたします。 

 ３点目、あおもりグローバルアカデミーに

ついてお伺いいたします。 

 ＳＤＧｓの推進などグローバルな視点が求

められる社会課題の解決、海外輸出の促進や

インバウンドへの対応など、若い人材が市内

に定着し、グローバルに活躍できる三沢市と

するためにも、グローバル感覚を持ち、地域

の活性化や社会課題の解決に取り組む人材の

育成と蓄積、そして、その活用がますます重

要となってきております。 

 当市では、過去において国際系の高等教育

機関の設置を目指すも、実現には至らず、平

成２５年度から青森県との共同開催により、

グローバル人材養成セミナーを実施し、平成

２７年度からは、あおもりグローバルアカデ

ミーに改称され、事業を実施しております。 

 そこで、令和４年度青森県への重点事業要

望であるアカデミーの修了生と国内外で活躍

する実践者等の人的ネットワークづくりを推

進するためのプラットフォームの構築を支援

する施策を踏まえ、あおもりグローバルアカ

デミーに係る現状と今後の方針・計画につい

てお伺いいたします。 

 ４点目、三沢基地内大学県民就学推進事業

についてお伺いいたします。 

 三沢基地内大学とは、米軍三沢基地に所属

している米軍関係者及びその家族に高等教育

の機会を与えるために設置されている大学の

総称で、現在、メリーランド大学、トロイ大

学院、エンブリー・リドル航空大学の三つの

大学があり、三沢基地では、平成２年から日

本人就学生の受入れを開始し、令和３年度か

らは、青森県の委託を受け、実施しておりま

す。就学希望者は、高校・大学などを卒業さ

れた方、お勤めの方、主婦の方、退職されて

時間に余裕のある方など多様であり、目的も

本場の英語に触れる環境で英語力をアップさ

せたい方、生涯学習、留学の準備、キャリア

アップなど様々な理由で就学されています。 

 本事業は、当市の歴代市長が承継する基地

との共存共栄のたまものと言っても過言では

なく、まさに、当市の特色を生かした事業で

あり、あおもりグローバルアカデミーや三沢

基地内大学によるグローバル人材育成は、企

業や地域の活性化、社会課題の解決につなが

る一歩と考えられます。 

 しかし、その就学には、高い英語スキルが

必須であり、入学者が減少傾向にあると聞き

及びます。 

 そこで、入学者増加のための今後の取組に

ついて、特に、高校卒業後に就学された方な

ど、若い学生の就学継続支援をするためのプ

ログラムの実施を含めた三沢基地内大学県民

就学推進事業に係る現状と今後の方針・計画

についてお伺いいたします。 

 最後に５点目、つくり育てる漁業について

お伺いいたします。 

 新聞報道などによると、三沢漁港の令和４

年度の漁獲量は、前年比３％増の１,４７７ト

ン、最も低かった令和３年度をやや上回った

が低迷し、かつてない厳しさとのこと。漁獲

金額は、外食需要が戻り、漁価が上がった影

響もあり、前年比３６％増の７億３,３２０万

円であるが、燃料価格や資機材の高騰など、

漁業者を取り巻く環境は一段と厳しさを増し
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ているとのことでありました。漁業は、自然

の再生産力に依存した産業であります。しか

し、自然の力だけに頼っていては、安定的に

魚を捕ることはできません。 

 そこで、毎年同じぐらいの魚を捕るため

に、つくり育てる漁業が必要となってきま

す。つくり育てる漁業とは、人間の手で魚介

類を育て放流したり、魚介類が育つすみかを

つくり、魚介類の資源を増やすことや、生け

すなどで大きくなるまで育てることです。 

 三沢市漁業協同組合では、現在、つくり育

てる漁業の一環として、冬期間の主要魚種

ホッキ貝の資源の増殖向上のため、海底耕運

作業や移植放流を行っており、当市がその一

部費用を負担しております。また、同漁協で

は、今年度内に流通の安定化や漁価の向上を

目的とした畜養施設の建設に向けた検討委員

会を設立するとのことです。 

 小檜山市長のマニフェストには、ＳＤＧｓ

の推進の観点から、畜養による海の豊かさの

保全とあります。 

 そこで、畜養施設の建設を検討する三沢市

漁業協同組合と今後、どのように連携を図る

のかお伺いいたします。 

 以上で、壇上からの質問を終わります。 

 御答弁、よろしくお願いいたします。 

○議長（堀 光雄君） ただいまの舩見昌功

議員の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 市長。 

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。 

 ただいまの舩見議員御質問の政治姿勢問題

第１点目、政策集「マニフェストネクスト２

０２７」について、市民の負託にどのように

応えていくかについては私から、そのほかに

つきましては、副市長並びに担当部長からお

答えをさせますので、御了承願いたいと存じ

ます。 

 まず、当該政策集でございますが、４年

間、第二次三沢市総合振興計画の実現に全力

で取り組んできた経験、昨年実施したまちづ

くり座談会で、私が感じ取った市民の皆様の

思い、就任まもなくコロナ禍となり、一部の

政策が先延ばしとなった悔しい思いなどが凝

縮しております。その意味では、２期目にか

ける私の思いが随所にちりばめられておりま

す。 

 また、作成過程において、多くの方から御

意見等を賜りましたが、特に、市民クラブ、

かがやき両会派から、それぞれ御推薦をいた

だいた舩見議員と田嶋議員には、編集過程に

おいて、多大なる御助言、御指導を賜り、深

く感謝を申し上げます。ありがとうございま

す。 

 さて、第二次三沢市総合振興計画は、市の

進むべき方向性を示したものであり、その後

期基本計画は、私が市長になってから策定し

たものでありますので、私の政治的スタンス

を反映したものとなっております。マニフェ

ストと総合振興計画の関連ですが、前者は政

治的視点から、後者は行政的視点から文字化

したもので、考え方は軌を一にするものであ

ります。 

 次に、政策の周知であります。 

 ありきたりの言葉で申し訳ありませんが、

あらゆる機会を捉えて、粘り強くということ

になります。市議会、経済団体との交流、町

内会との意見交換、文化・スポーツ・ボラン

ティア団体との触れ合いの場を通じて、私の

思いを私の言葉で語りかけたいと思います。

その場、そのときにいる人々の知りたいと思

うことを感じ取り、可能な限り具体例を挙げ

て、最新のデータに基づく数値目標に触れな

がら、お伝えできればと思います。 

 特に、今後は、二つほど新しい取組を考え

ていることがございます。 

 一つは、昨年実施したまちづくり座談会を

バージョンアップさせた形で実施いたしたい

と考えております。 

 二つ目は、ＳＮＳを通じた情報発信でござ

います。まず隗より始めよではございません

が、デジタル技術の活用について、私も実践

してみたいと思います。 

 最後に、２期目にかける私の思いでござい
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ますが、マニフェストの中から、特にこの場

で申し述べたいことを御紹介させていただき

ます。 

 項目の一番目に掲げております、子育て支

援でありますが、県内トップを走りたいと考

えております。支援の在り方については、行

政が政策を実行するのみでなく、市民総ぐる

みで子育て支援をする仕組みを作り上げたい

と考えております。 

 項目の５番目の雇用の場でありますが、人

口維持、都市の活力の不可欠の要素であると

認識しております。誘致対象を、これまでは

多数の雇用が見込まれる製造業を中心として

おりましたが、時代の変化に合わせ、業種・

業態を問わず、雇用が期待できる全ての分野

に転換いたします。 

 ８項目めのＳＤＧｓの推進は、行政運営、

政策の立案、施策の実施に当たって留意すべ

き着目点であります。三沢市にとってのＳＤ

Ｇｓとは、「持続的に成長しながら市民の安

心と安全を守り、希望を未来につなげるこ

と」であります。 

 以上が、私の思いの一部でありますが、特

に、現在進行中であり、必ず結果を出すと

誓っている具体的な事業項目が三つありま

す。岡三沢５、６丁目の集団個人移転、羽田

線４便化の定着、そして、堀口地区の民間開

発であります。国、県とがっちりスクラムを

組み、力の限り実現に向かって邁進してまい

りますので、よろしくお願い申し上げます。 

 私からは、以上であります。 

○議長（堀 光雄君） 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 政治姿勢問題の

第５点目、つくり育てる漁業の推進について

お答え申し上げます。 

 近年、海水温の上昇や水産資源の減少な

ど、漁場環境の変化が問題視される中にあっ

て、つくり育てる漁業の推進は、漁業経営の

安定化をはじめ、水産資源の維持・拡大を図

る上で、重要な役割を担うものと認識してお

ります。 

 市といたしましては、これまで青森県や三

沢市漁業協同組合との連携・協力の下、サ

ケ、ヒラメ、ホタテ、ホッキ貝などの稚魚や

稚貝の放流事業等を実施してまいりました。 

 また、市や三沢市漁業協同組合などの漁業

関係者で組織する三沢市地域水産業再生委員

会が策定した「浜の活力再生プラン第２期」

において、基本方針として、主力魚種である

スルメイカのブランド化の取組に加え、栽培

事業の構築と生産量拡大による所得向上や的

確な漁業資源管理と漁場整備事業の実施を掲

げております。 

 三沢市漁業協同組合においては、今年度、

畜養施設検討委員会を立ち上げ、畜養施設の

建設に向け、経営上の採算性を考慮した上

で、魚種、場所、規模等の検討を進めること

としております。 

 畜養とは、漁価の安定や出荷調整を目的

に、魚介類を短期間生かした状態でいけす等

に収容するものと定義されており、しけなど

による休業など出荷量の変動を軽減して、必

要なときに商品を出荷できるといったメリッ

トがあります。 

 市といたしましても、つくり育てる漁業、

とりわけ畜養は、水産振興を図る上で、非常

に有効な手段の一つと考えておりますことか

ら、三沢市漁業協同組合が立ち上げる畜養施

設検討委員会に担当職員を派遣するととも

に、施設整備の国庫補助採択に向けた調査・

研究など畜養施設の整備に関する計画の実施

に際し、可能な限り支援してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 政策部長。 

○政策部長（田中 浩君） 政治姿勢問題の

第３点目、あおもりグローバルアカデミーに

係る現状と今後の方針計画についてお答えい

たします。 

 あおもりグローバルアカデミーは、平成２

５年度から青森県と三沢市の共催事業として

県内の学生及び４０代までの社会人を対象に

グローバルな視野を持ち、本県を拠点に国内

外で活躍する人材育成と、これらの人材が垣
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根を超えて相互に交流できる場の創出、ま

た、地域や産業の発展に向けて多様な主体と

の連携を図るためのネットワークづくりを目

的にグローバル人材養成セミナーとして開催

しており、平成２７年度からは、あおもりグ

ローバルアカデミーに改称して、現在に至っ

ております。 

 プログラムの内容といたしましては、国際

的な分野で活躍されている著名な講師を招い

ての世界、日本を知る講座、世界、青森を知

る講座のほか、三沢市の地の利を生かした米

軍基地内での講演会などを実施してきており

ます。 

 これまでの成果といたしましては、令和４

年度までの１０年間で２１６名の修了生を輩

出しており、修了生の中には、グローバルな

分野に進まれた方や起業された方、あるい

は、卒業後の進路に迷っていた方などは、進

路を決めるきっかけになったというような声

をいただき、幅広い世代において新たな一歩

を踏み出す機会になっているものと考えてお

ります。 

 今後の方針等につきましては、あおもりグ

ローバルアカデミーは、八戸学院大学の教

授、日本貿易振興機構青森貿易情報センター

所長、青森県観光国際交流機構会長等を委員

として、グローバル人材養成セミナー実行委

員会を組織し、セミナーの企画運営を行って

いるところであり、引き続き、当該実行委員

会の下、より多くの方に興味を持って受講し

ていただけるよう、プログラムの内容の充実

を図ってまいりたいと考えております。 

 また、人的ネットワークづくりの推進のた

めのプラットフォームの構築につきまして

は、令和３年４月に同アカデミーの修了生有

志が集まり設立されたあおもりグローバルア

カデミーインスパイアリングネットワーク

が、ネットワークの構築とグローバル人材と

しての成長を相互に高め合う場の提供、オン

ラインセミナーなどの開催、県が主催する

ネットワーク交流への協力など、プラット

フォームとしての役割を担いつつあります。 

 今後におきましても、グローバル人材養成

セミナー実行委員会、青森県及びあおもりグ

ローバルアカデミーインスパイアリングネッ

トワークと相互確認しながら、さらなる連携

を図り、世界的な視野を持ってチャレンジし

ていく若い人材の育成に努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、第４点目、三沢基地内大学県民就学

事業に係る現状と今後の方針・計画について

お答えいたします。三沢基地内大学県民就学

事業は、平成２年度より青森県の事業として

始まり、その後、令和３年度からは市が委託

を受けて実施しており、令和４年度までに５

８１名の方が就学しております。 

 また、就学条件といたしましては、居住地

のほか、入学を希望する大学やコースによっ

て異なりますけれども、英検２級以上もしく

はＴＯＥＦＬｉＢＴ、ＴＯＥＩＣ、Ｄｕｏｌ

ｉｎｇｏなどでそれと同等程度の英語能力の

資格が必要となります。 

 次に、就学生増加のためのこれまでの取組

等につきましては、県内の高校・大学のほ

か、公共機関等に募集案内及びオープンキャ

ンパス等のイベントのチラシの配布、市の

ホームページ及びＦａｃｅｂｏｏｋによる周

知を行ってきております。特に、オープン

キャンパスについては、新型コロナウイルス

感染症の影響等もあり、開催できずにおりま

したけれども、昨年の９月に５年ぶりに開催

し、基地内において各大学からの説明や模擬

授業の体験など、学生９名を含む３０名以上

の方が参加されておりました。今年度につき

ましては、若い方、特に学生が参加しやすく

なるよう、学校が夏休み期間中の７月２７日

の開催で募集をしたところ、２８名の申込が

あり、そのうち１３名が学生となっておりま

す。若い学生への就学支援につきましては、

基地内大学で学位を取得する場合には、公的

機関である日本学生支援機構の海外大学向け

の第二種奨学金が活用できるものですから、

機会を捉えて、周知を図ってまいりたいと考

えております。 
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 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大塚勤光君） 政治姿勢問

題の第２点目、みさわ子どもしあわせ憲章の

趣旨を具体化するための子ども・子育て支援

に係る現状と今後の方針・計画についてお答

えいたします。 

 当市では、三沢市の子供たちが幸せに安心

して成長できる町を目指し、市民みんなで子

供たちを育てていくための指針として、令和

３年３月にみさわ子どもしあわせ憲章を制定

いたしました。 

 この憲章の趣旨を具体化するための取組と

いたしましては、市内小中学校や保育所、こ

ども園、各集会施設や公共施設におけるポス

ターの掲示やマックテレビでのＰＲ動画の放

送などのほか、第２期三沢市子ども・子育て

支援事業計画に基づく、地域における子育て

支援拠点の整備や子供の健全育成のための居

場所づくり、子供の健やかな成長を見守り育

む地域づくりのための各種事業を実施してい

るところでございます。 

 このような中で、国では、少子化の進行や

児童虐待件数が過去最多になるなど、我が国

における子供を取り巻く環境が深刻となる中

で、こども家庭庁の設置とともに、子ども施

策を社会全体で総合的かつ協力的に実施して

いくための包括的な基本法となるこども基本

法を本年４月１日に施行いたしました。こど

も基本法では、全ての子供が個人として尊重

され、その基本的人権が保障されるととも

に、適切に養育され、愛され、保護されるこ

となどを基本理念として明らかにしておりま

す。 

 また、地域における子供の状況に応じた施

策を策定し、実施することを地方公共団体の

責務と定め、都道府県及び市町村がそれぞれ

のこども計画を策定することを努力義務とし

て定めております。 

 子ども・子育て家庭を取り巻く環境が、非

常に困難になる中で、当市では、このような

国の動きに迅速に対応し、子ども施策を総合

的に推進するための庁内の組織体制として、

未来へつなぐ三沢市こども政策推進会議を本

年４月２７日に設置したところでございま

す。 

 今後におきましては、こども基本法による

三沢市こども計画の策定を見据えながら、未

来へつなぐ三沢市こども政策推進会議におけ

る庁内各部局にわたる協議や調整を通じ、子

ども施策を総合的に推進してまいります。そ

して、行政のみならず、市民総ぐるみで子ど

も・子育てを応援する体制づくりに鋭意取り

組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 舩見議員。 

○３番（舩見昌功君） まず、各般にわたり

御答弁いただき、ありがとうございました。 

 質問の１点目ですが、市長より極めて丁寧

な御答弁をいただきました。ありがとうござ

います。市長の意気込み、熱意、それが皆様

に伝わったことと思います。今後も引き続

き、強いリーダーシップと何より市民に寄り

添った市民の声をよく聞き、取り入れて三沢

市政の発展のため、市政運営に努められ、御

活躍されるよう御祈念申し上げます。よろし

くお願いいたします。再質問はございませ

ん。 

 次に、質問順の２番目、子ども・子育て支

援にどのように取り組んでいくかについて再

質問いたします。御答弁の中で、文中に「子

供の健全育成のための居場所づくり」とござ

いました。その居場所づくりが今、どの自治

体でもなく、また、民間も一緒になって居場

所づくりをしているところでございますし、

子供たちの居場所をつくるということは、本

当に大切で、今後、大事になってくると思い

ますので、ぜひ、三沢市として取り組んで

いっていただきたいと思います。 

 答弁の中で、こども家庭庁の設置ととも

に、本年４月１日にこども基本法が施行され

たと、それによって、都道府県や市町村にこ

ども計画の策定を努力義務としたとのことで

ありました。それを受けて、当市は、国の動
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きにスピード感を持って対応し、庁内組織で

ある未来につなぐ三沢市こども政策推進会議

を本年４月２７日に設置したとのことであり

ましたが、この未来につなぐ三沢市こども政

策推進会議とは、具体的にどのようなことを

今後、取り組んでいかれるのでしょうか。再

質問といたします。 

○議長（堀 光雄君） 答弁願います。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大塚勤光君） 再質問にお

答えいたします。 

 未来へつなぐ三沢市こども政策推進会議、

具体的に今後どのように取り組んでいくのか

という再質問でございますけれども、まず

は、この会議でありますが、当市の子ども施

策の核となりますこども計画の策定に向けて

取り組んでまいりたいと考えております。 

 まず、そのためには、現行計画の見直しと

言いますか、進捗状況の把握とか各種調査の

実施・分析などを行っていきたいと思いま

す。この現行計画というのは、第２期三沢市

子ども・子育て支援事業計画のことでござい

ます。 

 次に、こども施策に係る国の動向や課題の

整理、そして、他の自治体におけるこども施

策の調査・研究を行ってまいりたいと思って

おります。 

 いずれにいたしましても、この会議におき

ましては、当市において、今後どういった事

業、どういった計画が必要になるかというこ

とを見極めながら、事業等も検討していきた

いと考えております。そして、組織体制とい

たしましては、これはもう、本会議は４月２

７日に設立いたしましたが、市長が会長とな

り、副市長、教育長、そして各部長で構成さ

れます本会議、そして、この本会議のほかに

さらに専門的な検討を行う担当課長で組織す

る幹事会、こちらのほうは今月中に立ち上げ

る予定でおります。そして、この幹事会にお

ける検討に必要な調査・研究を行う期間とい

たしまして、担当職員のほか、子育て世代の

若い職員を入れた担当者会議も開催する予定

でございます。 

 このように市長から若手職員まで全庁一丸

となった組織体制でこども政策に取り組んで

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（堀 光雄君） 舩見議員。 

○３番（舩見昌功君） 御答弁いただき、あ

りがとうございました。 

 市長を会長として、副市長とあとは部長、

そして、若手職員まで全庁一体となって、子

ども施策について協議していくとのことでし

た。 

 もう１点ですけれども、先ほどの御答弁に

おいて、市民総ぐるみとありましたが、この

未来につなぐ三沢市こども政策推進会議も含

めてですが、これは庁内の会議体制と思いま

すが、そこにやはり、市民の声とか市民の

ニーズを把握するためにも、ぜひ取り入れて

いかなければいけないことと思いますので、

市民総ぐるみとあったが、市民の意見やニー

ズをどのように取り入れていくのか、その計

画などがありましたらお示しください。 

○議長（堀 光雄君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大塚勤光君） 再々質問に

お答えいたします。 

 市民の意見やニーズをどのように取り入れ

ていくか、総ぐるみというところでのことで

すけれども、まず、このニーズ調査とか、市

民の意見というのも一番大事だと感じていま

すので、各種調査によって取り入れてまいり

たいと考えております。 

 今、考えているのは、３点ほどございまし

て、まずは、１点目には、地域における子育

て環境の実情とか教育・保育や子育て支援に

関するニーズ調査をやっていきたいと考えて

おります。２点目には、子供・若者の意識調

査。そして、３点目には、子供の貧困に係る

調査も実施していきたいなと考えておりま

す。そして、この調査のほかにも、また、子

育てに関わる方々の生の声を聞いていきたい

というところで、子ども・子育て支援事業の

従事者とか、あと教育関係者、そして、保護
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者の代表などで組織しております三沢市子ど

も・子育て会議におきまして、計画の内容の

検討・審議を行って、様々な立場の方からの

意見を計画に反映していきたいと考えており

ます。さらには、子供の意見も直接聞く場を

設けたいなと考えております。 

 先ほど、再質問で答弁いたしました全庁一

丸となった取組のほかにも、こういった市民

総ぐるみで子ども・子育てを応援する体制づ

くりのために多くの市民の意見やニーズを取

り入れていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 舩見議員。 

○３番（舩見昌功君） 御答弁ありがとうご

ざいました。今、答弁で、子供の意見も取り

入れていくということで、ぜひ、実施して、

取り組んでいかれることを切にお願いしま

す。それで三沢市が、子供が真ん中の三沢市

の実現に向けて全庁一体となって取り組んで

いってほしいと思います。 

 次に、３点目のあおもりグローバルアカデ

ミーについてでございます。 

 現状、修了生は令和４年度までの１０年で

２１６名、方針・計画として、グローバル人

材養成セミナー実行委員会によりプログラム

の充実を図っていくとのことでございまし

た。 

 また、プラットフォームの構築に向けて

は、既に、令和３年４月、あおもりグローバ

ルアカデミーインスパイアリングネットワー

クを設立し、これは修了生の有志で設立との

答弁でございました。それによって、修了生

によるネットワークづくりやオンラインのセ

ミナーなどを開催しているとのことでござい

ました。 

 再質問としまして、宮下青森県知事がむつ

市長時代に、あおもりグローバルアドバンス

プロジェクトという事業を実施しており、こ

の事業は、青森県内の大学生がシンガポール

の学生と国際交流を通じて、地元の未来をブ

ランディングし、インバウンド、輸出をする

ことを目指したプロジェクトであり、宮下知

事はグローバル教育や教員の働き方改革を進

めるため、有識者でつくる教育改革諮問会議

を新たに県庁に設置する考えを表明しており

ます。 

 そこで、このあおもりグローバルアカデ

ミーについては、県との共催事業ということ

で、宮下県知事の下、引き続き県との連携が

重要であります。今後は、あおもりグローバ

ルアドバンスプロジェクトと連携も含め、本

事業の新たな展開と発展についてお伺いいた

します。 

○議長（堀 光雄君） 答弁願います。 

 政策部長。 

○政策部長（田中 浩君） ただいまの再質

問にお答えいたします。 

 議員からお話のありましたように、むつ市

が主体事業となっておりまして、シンガポー

ル国立大学の学生を青森県内のほうに招聘し

て、各自治体に滞在させながら、大学生とか

高校生との活動をしていくというふうなこと

でございます。今年度５月に三沢市でも受入

れをしておりまして、国際交流教育センター

のほうの宿泊施設を利用していただいて、支

援をしているところでございます。 

 この連携につきましては、目的が少し、私

どものあおもりグローバルアカデミーとむつ

市の事業とちょっと違うところもございます

けれども、県との連携というふうな意味でい

きましても、非常に重要であるというふうに

思います。 

 というようなことで、できるか、できない

か、可能かどうかを含めて、調査してまいり

たいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 舩見議員。 

○３番（舩見昌功君） 御答弁ありがとうご

ざいました。今後、調査していくということ

ですので、ぜひ、よろしくお願いいたしま

す。 

 次に、４点目の三沢基地内大学に関してで

すが、今まで、平成２年から令和４年までに

５８１名就学しているとのことで、ホーム
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ページやＦａｃｅｂｏｏｋなどにより周知し

ている。また、県内の高校・大学や公共機関

などに募集案内とかオープンキャンパスのチ

ラシを配布しているとのことでありました。 

 特に、オープンキャンパス、非常に有効な

手段と思います。やはり、基地内に実際に

入って、その空気に触れて、実際、特に学生

がそこで感じて、これを受講してみようとい

う機運の醸成につながると思いますので、ぜ

ひ、今後とも取り組んでいただきたいこと

と、先ほど、日本学生支援機構の第２次奨学

金が使えるということですので、その辺の周

知も今後、どんどん、どんどんしていただい

て、若い学生が就学できるように取り組んで

いただきたいと思います。再質問はございま

せん。 

 最後に、５点目のつくり育てる漁業につい

てでございます。 

 副市長より御答弁いただきました、ありが

とうございました。三沢市漁協が立ち上げる

畜養施設検討委員会に市の担当職員を派遣す

ると、そして、施設整備のための国庫補助の

採択に向けて連携協力し、取り組んでいく

と。そして、可能な限り支援をしていくとい

う力強い答弁だったと思います。 

 再質問としまして、三沢市と三沢市漁協の

連携だけではなく、今後は、広域連携と言い

ますか、他市町村、特に、三沢市の北に位置

する六ヶ所村の各漁協、南に位置する百石

町、市川の漁協などと連携が必要と思います

が、その点について、今現在、どのようにお

考えなのかお伺いいたします。 

○議長（堀 光雄君） 答弁願います。 

 経済部長。 

○経済部長（坂岡敏行君） ただいまの再質

問、つくり育てる漁業の広域的な連携につい

てお答えいたします。 

 広域的な連携、つくり育てる漁業といたし

ましては、現在の海水温の上昇や水産資源の

減少、こちらは、三沢市及び三沢沖だけの問

題だけではございません。といったことで、

現在、東部海区沿岸漁業振興協会などをはじ

めとする広域的な取組というのは、実際行っ

ております。 

 ただし、実際、そういった協議会等で行っ

ているものは、広域的な観点からの水産資源

量調査、あるいは、稚貝の放流事業、海産物

のＰＲ等の実施となっておりまして、議員

おっしゃるような広域的な連携、特に、つく

り育てる漁業、養殖や畜養といったところで

の議論ということはなされていないというよ

うに承知しております。 

 今後におきましては、事業主体であります

三沢市漁業協同組合はもとより、近隣市町村

及び青森県をはじめとする広域的な連携につ

いて、三沢市漁業協同組合とともに調査・研

究してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 以上で、舩見昌功議

員の質問を終わります。 

 それでは、一般質問を次に移ります。 

 田嶋孝安議員の登壇を願います。 

 田嶋議員。 

○５番（田嶋孝安君） ５番、かがやきの田

嶋です。通告に基づきまして、一般質問をさ

せていただきます。 

 ２期目に着手されました小檜山市政です

が、コロナ禍により約４年間の事業について

足踏みをした思いではないでしょうか。新型

コロナウイルス感染症も第９波の話もある中

ですが、季節性インフルエンザと同じ５類感

染症に移行され、コロナ感染症前の生活が

徐々に戻りつつあるように感じます。 

 しかし、４年間のブランクは、大きな問題

も浮き彫りになってきています。そのような

中ではありますが、２期目に向けた「小檜山

よしのり政策集」から質問をさせていただき

ます。 

 まず初めに、都市インフラについてです

が、三沢には、空の玄関口三沢空港があり、

滑走路１本を民間、航空自衛隊、米軍と共同

利用されております全国的にも珍しい空港で

あり、三沢空港における民間航空機の乗り入

れ枠は、日米合同委員会の覚書により、１日
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当たり定期便７便までに制限されているもの

と理解しております。 

 このような中、昨年度、三沢空港の搭乗者

数は、コロナ禍の影響を受けながらも、１６

年ぶりに３０万人を達成したことは、羽田線

４便化の継続に向けて、小檜山市政をはじめ

関係各位の積極的な利用促進活動の成果の現

われだろうと思います。 

 さて、今回の政策集の都市インフラの中で

は、三沢空港については、羽田線の４便化、

名古屋便の開設を目指しますと記載されてお

りますが、羽田線の４便化につきましては、

令和元年度に国土交通省が実施した羽田発着

枠政策コンテストの評価結果により、令和７

年３月２９日までの４便体制の継続が決定し

ており、今後は、この４便体制の定着に向け

て、引き続き一層の利用促進に鋭意努力され

ることと期待しております。 

 三沢空港は、現在、東京羽田線、大阪伊丹

線、札幌丘珠線が就航している中で、名古屋

便の開設を目指すこととしておりますが、そ

こで１点目として、名古屋便にどのような需

要を見込んでいるのか、また、新規開設され

た場合にどのような効果があると見込んでお

られるのか、お考えを伺います。 

 また、先ほど申し上げたとおり、民間航空

機の乗り入れ枠は、日米合同委員会の覚書に

より１日７便までに制限されていると伺って

おりましたが、現在、羽田線の４便体制を含

めて６便が就航しております。政策集では、

６便から８便と数値目標を立てております

が、第２点目として、１日８便に向けて、今

後どのような路線を拡大していくお考えなの

かを伺います。 

 次に、雇用の場として、企業誘致について

は、今まで製造業中心の誘致が中心となり、

雇用の場として市民から期待される企業が企

業誘致につながっていたのか疑問を感じてお

りました。しかし、市民から聞く声の中で、

やりたい仕事がないという話がされており、

行政の企業誘致と市民の期待する企業誘致で

は、大きく隔たりがあると感じておりまし

た。 

 しかし、今回、政策集には、業種・業態を

問わず、雇用が期待できる全ての分野に転換

しますと明記され、市民のニーズに合った企

業誘致を期待したいと感じるが、その展望に

ついて伺います。 

 また、教育の充実内では、生徒が英語や異

文化に触れる機会を磨き上げる、あるいは、

創出し、グローバル社会に対応できる人材を

育てます。国際感覚などを通して、人材育成

がされると感じるが、三沢基地以外でも国際

感覚が生かされた職場や企業誘致をするべき

と考えるが、企業誘致として検討されている

かを伺います。 

 以上、壇上からの質問とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（堀 光雄君） ただいまの田嶋孝安

議員の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 市長。 

○市長（小檜山吉紀君） ただいまの田嶋議

員御質問の行政問題の２、雇用の場について

の第１点目、これからの企業誘致の展望につ

いては私から、そのほかにつきましては、副

市長並びに経済部長からお答えをさせますの

で、御了承願いたいと存じます。 

 当市の企業誘致は、産業の振興と集積を図

り、地域経済の活性化と雇用の拡大を目的

に、これまで製造業を中心に誘致活動を展開

してまいりました。 

 その実績といたしまして、現在では、１８

の誘致企業が立地し、約１,６８０名の雇用が

創出されております。また、当市では、より

幅広い企業誘致活動を展開していくため、令

和２年度からは、誘致企業に係る連携強化に

ついて、青森県に対して重点事業要望を行っ

ております。 

 さらに、若年者層をはじめとする求職者の

就職希望業種の多様化や人材不足、女性が働

きやすい環境づくり等の社会情勢の変化に対

応するため、令和３年９月には、三沢市企業

立地促進条例の一部を改正いたしました。 

 当該一部改正では、誘致企業の対象業種
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に、物流関連産業や研究関連産業、そして、

情報通信関連産業を追加し、対象業種の範囲

拡大を行ったところでございます。 

 このような活動の結果、コンタクトセン

ターなどの情報関連産業を中心に、立地に係

る問合せが寄せられているものの、新規企業

の立地には、なかなか結びついていない状況

でございます。なお、これまで問合せのあっ

た企業のやりとりや当該企業や提供された情

報等によると、各企業における立地検討時の

要望事項や全国先進自治体での支援内容は、

めまぐるしく変化しており、当市において

も、このような状況や動向を踏まえ、抜本的

な条例改正も含めた対象業種の拡大や各種支

援策の拡充について、柔軟かつ早急に検討し

ていく必要がございます。 

 このため、できるだけ早い時期に条例改正

等の各種手続を進めていくとともに、企業誘

致活動に不可欠なＰＲ素材の刷新や動画等の

制作にさらなる青森県や県東京事務所等との

連携体制強化に努め、新規企業等の立地と雇

用の創出、そして、当地域での経済活性化と

定住人口の増加を目指して、鋭意努力してま

いりたいと考えております。 

 私からは、以上であります。 

○議長（堀 光雄君） 経済部長。 

○経済部長（坂岡敏行君） 行政問題の２、

雇用の場についての第２点目、国際感覚が生

かされた職場環境の整備や企業誘致について

お答えいたします。 

 当市における企業誘致活動に当たっては、

これまで三沢空港をはじめとする空路及び陸

路の交通アクセス力や台風や水害等の災害が

少ないという地理的優位性等を強みとし、Ｐ

Ｒ活動を展開してまいりました。 

 その一方、全国的に進む少子高齢化や都市

部での賃金高騰などの影響によって、各企業

においては、優秀な人材を求めて地方への進

出意欲が高くなっている状況にあります。こ

のため、各自治体においては、アクセス力や

地理的優位性だけでなく、当該地域の人材力

についてもＰＲの強化を図っている状況に

なってきております。このような中、当市で

は、小学生から社会人までを対象に、従来か

ら国際感覚の醸成を目的としたグローバル人

材の育成に取り組んできております。 

 また、英語力の高い人材を必要とする企業

や海外に顧客を持つ企業が非常に多く、今後

の企業誘致活動に当たって、英語スキルの高

さや北国特有のまじめで粘り強い人間性など

を兼ね備えた人材力は、大きなＰＲポイント

になってまいります。 

 このため、地元高校や周辺大学等からの人

材確保に加え、青森県と連携して実施してい

るあおもりグローバルアカデミーや基地内大

学の存在を当市の強みの一つとし、英語力が

ある優秀な人材を確保しやすい土壌があるこ

とをアピールしていく必要があると考えてお

ります。 

 今後におきましても、青森県や県東京事務

所等からの協力を得ながら、英語力の高い人

材を必要とする企業や海外に顧客を持つ企業

の業種等を正確に捉え、当市企業誘致の対象

業種に加えるなど必要とされる工夫を施しな

がら、より効果的な企業誘致活動を展開し、

若年者層をはじめとする就職希望者の多くが

地元で働くことができる雇用の場の確保に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 行政問題の都市

インフラについての第１点目、名古屋便の需

要と効果についてお答え申し上げます。 

 御承知のとおり、三沢空港は当市のみなら

ず、周辺地域の発展を支えてきた大切な財産

でございます。このため、三沢空港の利便性

向上及び利用促進に向けては、周辺地域が一

丸となって推し進めてまいりました。 

 このような中、従来から周辺自治体や名古

屋圏に本社を置く企業等から、名古屋便の開

設を望む声が複数届いておりました。日本の

三大都市圏の一つである名古屋圏は、自動

車、航空宇宙、工作機械、高度素材産業など

をはじめとする日本一のものづくり産業の集
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積地でございます。当該地域には、名古屋圏

に本社を置く会社が所在しておりますことか

ら、空路直結による人やものの往来は、当市

を含む周辺地域の発展に大きく寄与するもの

と考えております。 

 しかしながら、新規路線の開設や既存路線

の増便に当たっては、就航先の発着枠の制

限、航空会社の機材調整の問題など、様々な

課題をクリアする必要があり、その実現に向

けて粘り強く取り組む必要があると認識して

おります。 

 今後におきましては、路線拡大の基本的な

スタンスとしては、名古屋便開設を第一の目

標としながらも、中部地方や九州地方、既存

の関西地方などの可能性が浮上した場合に

は、そちらにシフトすることもあり得るもの

と考えております。情勢は、刻々と変化しま

すので、その時々の総合的な判断により、三

沢空港のさらなる利便性向上に向けて取り組

んでまいりたいと考えております。 

 次に、都市インフラについての第２点目、

現在の６便から８便への路線拡大の考え方に

ついてお答え申し上げます。 

 御承知のとおり、三沢空港には、現在、東

京羽田線４便、大阪伊丹線１便、札幌丘珠線

１便の計６便が就航しておりますが、議員の

御質問の中でも触れたとおり、三沢空港にお

ける民間航空機の乗り入れに関しては、日米

合同委員会で締結される三沢飛行場内施設の

共同使用に関する合衆国空軍第３５戦闘航空

団と日本政府東北防衛局、日本政府東京航空

局との間の了解覚書、通称ＭＯＵＩの中で取

り決められ、１日当たり定期便７便までとさ

れております。この中には、チャーター便も

含まれております。この覚書を変更するため

には、定期便増便のめどが立った段階で、米

軍、航空自衛隊及び国土交通省東京航空局に

対しまして、見直しを要望し、日米合同委員

会の承認を得る必要があり、ある程度の期間

を要するものと考えております。 

 御質問の６便から８便への路線拡大の考え

方についてでございますが、先ほどの答弁に

もございましたとおり、三沢空港のさらなる

利便性向上のため、名古屋便だけではなく、

既存の関西地方など新規路線の開設及び既存

路線の増便を模索しつつ、協議が整った路線

から順次拡大してまいりたいと考えておりま

す。 

 したがいまして、現在の６便に加え、新規

路線１便、または既存路線の増便１便、そし

て、チャーター便の１便、合計８便でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 田嶋議員。 

○５番（田嶋孝安君） 御答弁ありがとうご

ざいました。三沢は、新幹線が通っていない

という中で、やはり、この三沢空港というも

のが、本当に私どもの全国に行くための内容

としても重要な場所であります。 

 ですから、今、皆さん方が活動され、まず

は、東京の４便化というものは死守していか

なければいけない重要なものだというように

感じておりますし、また、三沢の路線が増え

ていくということも、やはり、私たちにして

みると、とてもありがたいし、これからの三

沢を大きく、こうしていくためにも重要なも

のだというように感じております。 

 そのような中でありますが、今、名古屋便

というお話の中でも、名古屋便ではなく、ま

た、路線の別な場所があるのであれば、それ

を検討していくというようなことなどのお話

をいただきましたが、この内容、次の８便に

対しても、やはり、この最初の名古屋便なの

か、１便を増やしていくということがとても

重要だというように感じますが、まずは、目

標として、その便数増設に関しまして、名古

屋便とお話しさせていただきますが、いつ頃

を目指していくのかお伺いさせていただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（堀 光雄君） 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 名古屋便につい

て、いつ頃調整していくのかということでご

ざいますが、青森空港と名古屋とＦＤＡでつ

ながっております。そのうち、１便でも三沢
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に来てくれるといいなという感触を持ってお

りまして、社内的には、三沢もあればいいな

という社員の方もいるようにお話を伺ってお

りました。 

 ただ、航空会社にとりましては、三沢空港

と何便、青森空港と何便という捉え方ではな

くて、青森県と何便という捉え方をしており

ますので、そのことにつきましては、三沢と

青森空港とは利用者の層が違うのだと、そう

いうことを訴えながら、市長が静岡にありま

す本社に早い時期に訪問に行く予定を、今、

計画しております。それがなれば、そこか

ら、どういう段取りで行きそうなのか見えて

きますので、現時点では、いつ頃俎上に乗る

かというのは、まだ申し上げられません。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 田嶋議員。 

○５番（田嶋孝安君） ありがとうございま

した。 

 しかしながら、便数が増えて、三沢からの

空の交通網が増えていくということに対し

て、非常に期待し、そして、早くその環境が

整うことを切に期待したいと思います。 

 １番目の内容につきましては、以上とさせ

ていただきます。 

 続きまして、（２）の内容として、７便か

ら８便、今、実質６便が稼働していて、８便

というようなことで、これにつきましても先

ほどお話をいただいた状況でいくと、まず

は、この名古屋便が動いてからというような

ことですので、これに関して、さらに増設と

いう部分は名古屋便にかかっているのかなと

いうお話をいただきましたので、（２）に関

しましても、終了させていただきたいと思い

ます。 

 そして、大きく２番の雇用の場につきまし

て、再質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 まずは、この条例が、今はまだ変更になっ

ていないということで、この条例が、やはり

大きく雇用の場の内容として必要とされてい

るのかなというように感じますので、条例変

更につきまして、今、どのようなスケジュー

ルでお考えになっているのかお伺いしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（堀 光雄君） 経済部長。 

○経済部長（坂岡敏行君） ただいまの再質

問、条例のスケジュールについてお答えいた

します。 

 答弁にもありましたが、今、重点要望を県

に提出しておりまして、県と連携した誘致活

動というのを行っております。その中で、県

の補助あるいは支援と、我々当市の補助・支

援というのを合わせながら、いろいろと検討

している最中でございます。 

 また、対象業種が非常に幅広く変更すると

いうことも伴いまして、抜本的な改定となる

予定になっておりますので、お時間はかかる

かと思いますが、当然、スピード感を持って

対応したいと思います。具体的には、いつと

は申し上げられませんけれども、今年度中に

は改正に向けて検討していきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 田嶋議員。 

○５番（田嶋孝安君） 今年度中ということ

で、ぜひ、早めの行動に移していただけるよ

うお願いしたいと思います。 

 そして、（２）で挙げさせていただいてい

るものに再質問をさせていただきます。 

 今、以前も私は三沢の高等教育などにつき

ましてもお話をさせていただきながら、学校

関係の誘致的なものも教育委員会のほうに話

をした経緯がありました。今回、教育の充実

というものの中でも、やはり、雇用の場とい

うことで考えたときには、やはり、高等教育

機関や教育機関というものが挙げられるので

はないかというように感じております。 

 そのような中で、高等教育機関の誘致や教

育機関の誘致ということも踏まえまして、三

沢は英語が強いという中で、やはりこういっ

たことも考えていかなくてはいけないのでは

ないかというように感じますが、その件につ

きまして、お考えがあるかどうかをお伺いし
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たいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（堀 光雄君） 経済部長。 

○経済部長（坂岡敏行君） ただいまの再質

問、高等教育機関についての英語力の教育と

いうか、そちらについてお答えいたします。 

 当市といたしましても、先ほども申し上げ

ましたけれども、重点要望で企業誘致に関し

て県と連携しております。その中で、英語で

の対応というのは、非常に重要だと思ってお

ります。実際、県と誘致活動をする中で、英

語の対応を必要とする企業というものの問合

せも非常にいただいております。また、我々

も企業誘致活動の中で、その英語力、また、

英語に親しむまちであるというところは、Ｐ

Ｒさせていただいております。これからもま

た、県とそういった英語力、また、連携を非

常に強めていきたいと考えておりますし、グ

ローバル人材を生かした雇用の場の確保とい

うのも努めていきたいと考えております。 

 今後におきましても、これまで同様に県と

連携しながら、英語力も、また、グローバル

人材の活用といった観点も含めて、誘致活動

を展開していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 田嶋議員。 

○５番（田嶋孝安君） ありがとうございま

す。本当に、三沢に有効な企業が来ていただ

くためにも、この英語力をまたさらに生かし

た環境が整えばいいなというような思いであ

りましたが、再々質問としてお伺いしたいと

思います。 

 以前も、先ほど言ったように、教育委員会

のほうに質問を挙げたときがありましたが、

そのときは、名称を控えながら質問させてい

ただいたところでありますが、福島県に英語

文化を学ぶということから、ブリティッシュ

ヒルズというところがあり、語学研修の施設

として設けられています。ここでは、本当に

建物を見るだけでも、すばらしい環境になっ

ておりまして、研修に行ったお子さんたちに

しても、やはり、例えば、テレビのドラマな

どでも撮影場所としても使われているぐらい

の建物がありまして、そこに入ると、まずは

もう日本語を使ってはいけない、英語で宿泊

をして、そして、生活を数日するというよう

な流れの場所があります。 

 今、三沢として、県との連携という内容も

踏まえまして、こういった施設を三沢に誘致

するのも非常にいいのではないかなというよ

うに感じておりますが、そういった施設を県

と一緒に取り組みながらやるという考え方が

ないのかどうかにつきまして、再々質問とし

てお願いいたします。よろしくお願いしま

す。 

○議長（堀 光雄君） 経済部長。 

○経済部長（坂岡敏行君） ただいまの再々

質問についてお答えいたします。 

 今、議員がおっしゃられました非常にリ

ゾート的な施設も含めた英語の塾と言います

か、そういったところは、存じ上げておりま

す。確かに学びの場、あるいは優秀な人材の

確保といった点では、非常にすばらしい施設

だというふうに感じております。また、当市

のような英語に特化したまちとすると、様々

なメリットもあると考えております。 

 現在のところ、教育機関は三沢市企業立地

促進条例における奨励金等の対象業種には

入っておりません。これから県ともまた連携

しながら、様々な業種・業態について、今後

どのように対応できるか、どのようにまた拡

大できるのかといったところも含めて検討し

ながら、誘致活動に努めていきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（堀 光雄君） 以上で、田嶋孝安議

員の質問を終わります。 

 これをもって、一般質問を終わります。 

───────────────── 

  ◎日程第 ２ 議案第３０号から 

   日程第１５ 議案第４３号まで 

○議長（堀 光雄君） 次に、日程第２ 議

案第３０号専決処分を求めることについて

（令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１
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２号））から日程第１５ 議案第４３号財産

の取得についてまでを一括議題といたしま

す。 

───────────────── 

  ◎日程第１６ 総括質疑 

○議長（堀 光雄君） 日程第１６ ただい

ま一括議題といたしました全議案に対し、総

括質疑を行いますが、通告がありませんの

で、総括質疑を終結します。 

───────────────── 

  ◎日程第１７ 特別委員会の設置及

び議案の付託 

○議長（堀 光雄君） 日程第１７ 特別委

員会の設置及び議案の付託を行います。 

 お諮りします。 

 ただいま一括議題となっております議案の

審査に当たりましては、８名をもって構成す

る予算審査特別委員会、同じく８名をもって

構成する条例等審査特別委員会をそれぞれ設

置し、これに付託の上、慎重に行いたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、予算審査特別委員会、定数８名、

条例等審査特別委員会、定数８名をそれぞれ

設置し、これに付託することに決しました。 

 それでは、議案の付託を行います。 

 予算審査特別委員会には、議案第３０号か

ら議案第３３号までの計４件を、条例等審査

特別委員会には、議案第３４号から議案第４

３号までの計１０件をそれぞれ付託します。 

───────────────── 

  ◎日程第１８ 特別委員会委員の選任 

○議長（堀 光雄君） 日程第１８ 特別委

員会委員の選任を行います。 

 ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、三沢市議会委員会条例

第８条第１項の規定により、お手元に配付、

またはタブレットに配信しております特別委

員会委員及び付託議案一覧表のとおり指名し

ます。 

 なお、特別委員会委員の方々は、次の休憩

中に委員長、副委員長をそれぞれ互選し、議

長まで報告願います。 

 また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会を大会議

室、条例等審査特別委員会を第２会議室にお

いて、それぞれ願います。 

 この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。 

午前１１時３０分 休憩   

──────────────── 

午前１１時３５分 再開   

○議長（堀 光雄君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 先ほど設置されました２特別委員会の委員

長、副委員長の互選の結果をお知らせいたし

ます。 

 予算審査特別委員会委員長、舩見昌功委

員、副委員長、瀬崎雅弘委員。条例等審査特

別委員会委員長、下山光義委員、副委員長、

佐々木卓也委員とそれぞれ決定した旨の報告

がありました。 

───────────────── 

○議長（堀 光雄君） 以上で、本日の日程

は終了しました。 

 なお、明日から１３日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。 

 次回本会議は、１４日午前１０時から会議

を開きます。 

 本日は、これをもって散会します。 

午前１１時３６分 散会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


